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会議の名称 令和３年度第１回八雲町介護保険事業運営委員会 

日   時 令和３年７月３０日（金） １３時３０分～１４時００分 

場   所 八雲町総合保健福祉施設シルバープラザ ふれあいホール 

出 席 者 委員１９名（欠席１名）傍聴者０名 

会 議 の 処 理 、 て ん 末 

○令和３年度第１回介護保険事業運営委員会                       

１．開会宣言                                  

〇保健福祉課長より 

本日は、お忙しい中、ご出席いただき、誠にありがとうございます。 

委員の皆さま方には、日頃から町保健福祉行政の推進にご支援ご協力を賜り厚

くお礼申し上げます。 

私は、事務局を担当している保健福祉課の戸田と申します。会長選出までの進

行を務めさせていただきますので、よろしくお願いします。 

本会議の委員の任期は、本年4月から令和６年３月までの３年間となります。皆

さま方には、ご快諾をいただき誠にありがとうございます。 

ここで、会議に先立ち委嘱状の交付をさせていただきます。 

委員の皆さまは自席でお待ちください。 

～【町長より委嘱状の交付】～ 

皆様の他に八雲町熊石国民健康保険病院 藤戸院長 様に委員をお願いし、ご 

快諾いただいておりますが、本日都合により欠席されておりますので後日委嘱状

をお届けしたいと思います。 

それでは、本日は、今任期の１回目の会議となりますので、それぞれ自己紹介

をお願いいたします。 

（全委員自己紹介終了後） 

ありがとうございました。 

それでは、これより令和３年度第1回介護保険事業運営委員会及び第1回八雲町

地域包括支援センター運営協議会を開催いたします。 

開会前に、連絡事項がございます。 

事前配布資料の会議次第に「役員の選任」が挙げられていませんでしたので、

大変申し訳ございませんが、机上配布資料と差し替えいただきますようよろしく

お願いいたします。 

開会にあたりまして、町長よりご挨拶申し上げます。 

２．町長挨拶                                       

○町長より開催にあたっての挨拶 

３．議題                                   

○保健福祉課長より 

本日は、新型コロナウイルス感染症の感染対策のため会議時間を短縮して進め

ていきたいと思います。事前に資料をお配りしておりますので、事務局の説明は，
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概要のみとさせていただきますので、ご理解の程よろしくお願いします。 

それでは、議題（１）役員の選任にはいります。介護保険事業運営委員会と地

域包括支援センター運営協議会は、それぞれ設置要綱により協議をすすめるもの

でございますが、構成員を同じくしているため役員は両方を兼任するということ

でご理解いただきたいと存じます。 

それでは、役員の選任についてお諮りいたします。どのような方法で選任する

か、ご意見をお願いいたします。 
 

  ≪事務局一任の声あり≫ 
 

事務局一任との声がありましたが、よろしいでしょうか。 

それでは事務局から提案させていただきます。 

会 長に、八雲町町内会等連絡協議会 会長 大 野 尚 司 様 

副会長に、熊石町内会連絡協議会  会長 井 口 啓 吉 様 

にそれぞれ再任いただくことで提案したいと思いますが、いかがでしょうか？ 

それでは、会長に大野委員・副会長に井口委員が選任されましたので、どうぞ、

よろしくお願いいたします。 

ここで、会長が選任されましたので、これからの進行については、大野会長に

お願いいたします。 

○会長より 

それでは、ここから、私の方で進行させていただきます。 

本日の会議の審議内容につきましては、八雲町情報公開条例に規定する非公開

情報が含まれておりませんので全部公開として開催したいと思いますがよろしい

でしょうか。 

  《異議なしの声》 

本日の会議ですが、先に八雲町介護保険事業運営委員会を開催し、終了後、引

き続き八雲町地域包括支援センター運営協議会を開催するという流れで進めさせ

ていただきたいと思います。 

（１）報告事項                                

 ①令和３年度保健・福祉・介護サービス支援事業について                                                 

 ②令和２年度介護保険事業特別会計決算見込みについて             

 ③令和３年度介護保険事業特別会計当初予算について              

 ④第７期介護保険事業計画進捗状況について                     

○会長より 

それでは、令和３年度第１回八雲町介護保険事業運営委員会を開催いたします。

議題（２）報告事項、「① 令和３年度保健・福祉・介護サービス支援事業につ 

いて」、事務局より説明を求めます。 

○事務局より 

高齢者に関する事業については、新たな事業や大きな変更点はございません。 

資料については、必要に応じて、ご活用いただければと思います。 
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報告事項①については以上となります。 

○会長より 

只今の事務局の説明について、質問・意見等ございましたら、発言願います。 

○委員より 

  なし。 

○会長より 

  それでは、次に、「② 令和２年度介護保険事業特別会計決算見込みについて」

及び「③ 令和３年度介護保険事業特別会計当初予算について」並びに「④ 第７

期介護保険事業計画進捗状況について」、関連がありますので、一括して事務局

より説明を求めます。 

○事務局より 

２頁をご覧ください。まず、歳入についてでありますが、最上段の保険料は約

１，４００万円の減額となり、下段の方にあります「繰入金」「低所得者保険料

軽減繰入金」は約１，４００万円の増額となっております。 

令和元年１０月より、保険料軽減の強化が行われ、対象者が第１段階から第３

段階までに拡充されましたが、令和元年度は半年分、令和２年度については１年

分でありその差分が、保険料の減額と繰入金の増額となります。 

また、「国庫支出金」「介護保険保険者努力支援交付金」は令和２年度より交

付金の制度が創設され、介護予防・健康づくりに資する取組が評価され交付金が

交付され、２年度は３３７万円であり、交付金は介護保険料にあてられます。 

次に３頁をご覧ください。 

歳出でありますが、中段の保険給付費については、総額で１５億７,２９７万円

であり、前年度より約５，０００万円の増額となっております。 

介護福祉施設への入居者の増加による施設介護サービス給付費３，４００万円

と特定入所者介護サービス費１，０７０万円の増加が主な要因となっております。 

令和２年度決算につきましては、２頁下段に戻っていただき、歳入決算額１７

億６，３７８万９，６８６円、歳出決算額１７億２，２３１万２，４０８円、差

引額４，１４７万７，２７８円となり、うち４，０００万円を基金に積み立て、

１４７万７，２７８円を繰越し、次年度における支出等が発生した場合の財源に

充てます。 

介護給付費準備基金についてですが、歳入と歳出の差により生じた剰余金は翌

年度以降の介護給付費支払いの不足に備える財源とするため介護給付費準備基金

として積み立てますが、令和２年度末現在は １億８，２０８万２，２９６円と

なっております。 

続いて、報告事項③令和３年度 介護保険事業特別会計当初予算についてご説

明いたします。 

議案４頁及び５頁となります。 

予算総額は歳入・歳出それぞれ１８億９，０８７万２千円 前年度対比３，６

２４万１千円の減額となっております。 
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５頁をご覧ください。 

歳出の中段 「保険給付費」「介護サービス等諸費」「居宅介護サービス給付

費」 及び「保険給付費」「高額介護サービス等費」同じく「高額介護サービス

費」は、前年度の給費費の伸びが想定を下回ったため、前年度より「居宅介護サー

ビス給付費」は １，５００万円、「高額介護サービス費」９８０万円の減額の

予算計上となっております。 

続いて、第７期介護保険事業計画進捗状況についてご説明いたします。 

議案６頁から８頁になります。 

まず、６頁の令和２年度の介護給付費等進捗状況についてですが、左側一番下

の総合計でありますが、進捗状況が９２．５%となっております。計画より実績が

大きく下回っている状況でありますが、要因としては、要介護認定数が計画より

も下回っていることや 新型コロナの影響による利用控えなどが考えられます。 

７頁をご覧願います。 

認定者数の令和２年度の進捗率は９８．９％となっております。計画より下回っ

て推移しておりますが、前年度より認定者数は大きく増加しております。 

新型コロナによる外出自粛が高齢者の身体状況に影響を及ぼしていると思われ、

今後の介護サービスの利用者の増加と介護給付費の増額に繋がっていくと想定さ

れます。 

８頁をご覧願います。 

中段の認定者数の状況ですが、認定率は近年減少傾向にありましたが、令和２

年度では１％近く上昇しました。介護予防の取組などが浸透してきた中で、新型

コロナが水を差した状況となり残念でありますが、今後もコロナ過の中での介護

予防などに取り組む必要があると考えております。 

以上で、報告事項②から④の説明とさせていただきます。 

○会長より 

只今の事務局の説明について、質問・意見等ございましたら、発言願います。 

○委員より 

２頁下段の令和２年度基金積立額４０，００４，０００円で次年度基金積立額

が４０，０００，０００円とあるが、令和２年度基金積立額４０，００４，００

０円の４，０００円とは何か。 

○事務局より 

  利息分で必然的に積み立てられたものになります。 

○会長より 

  他にございませんか。 

○委員より 

  なし。 

４．その他                                  

○会長より 

  続きまして、「４ その他」について、一括で事務局より説明を求めます。 
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○事務局より 

  町の事業についてＰＲさせていただきます。 

  昨年度より「介護従事者就職支援資金貸付事業」を開始しており、町外の方が、

町内の介護保険事業所に就職した場合に２０万円を貸し付け、２年間勤務した場

合は返還が不要となります。 

  皆様おかれましても、この制度をＰＲしていただき、人材確保に繋げていただ

ければと思いますので、よろしくお願いします。 

○会長より 

皆様から質問・意見等ございましたら、発言願います。 

○委員より 

なし 

○会長より 

ないようですので、これで、第１回八雲町介護保険事業運営委員会を閉会させ

ていただきます。 

 


